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事 務 連 絡 

令和４年４月 28 日 

  

各障害福祉関係施設長 様 

 

兵庫県福祉部 障害福祉課長     

ユニバーサル推進課長 

 

障害福祉関係施設等における感染防止策の徹底について 

 

 平素は、本県の障害福祉行政の推進及び感染症防止対策に御理解と御協力をいただき

厚くお礼申し上げます。 

 さて、３月 21 日をもって、本県ではまん延防止等重点措置実施区域が解除されたもの

の、依然、県内の新規感染者数については週平均で千人を超える状況が続いております。 

また、大型連休を控え、今後、人と人との接触の機会が増加することが見込まれるこ

とから、感染の再拡大が懸念されます。 

４月 25 日には兵庫県新型コロナウイルス感染症対策本部が開催され、第６波の取組

を振り返り、顕在化した課題や関係者の意見等も踏まえつつ、次なる波に向けた対応を

検討していくこととしております。つきましては、改めて、施設における感染防止対策

を振り返り、再徹底いただくとともに、感染者発生に備え、迅速に必要な対応が取れる

よう配置医師や協力医療機関等と御相談いただくなど、医療関係者と連携を図っていた

だきますよう要請します。 

現時点においても、依然として障害福祉関係施設等でも感染者が発生している状況に

鑑み、改めまして、下記にも御留意の上、感染防止対策の徹底に御協力を賜りますよう

お願いいたします。 

 

記 

 

第１ 本県の対処方針（新型コロナウイルス感染症に係る兵庫県対処方針） 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk03/taisho/coronataishohoushin0413.html 

 

第２ 感染拡大防止策の徹底 

１ 感染対策の徹底 

(1) 感染防止対策の徹底 

 職員に対して、出勤前の検温や、発熱等の症状が認められる場合に出勤しない

ことを徹底いただくとともに、①不織布マスクの着用や手洗い等の基本的な感染

対策の徹底、②感染リスクの高い行動の回避等を通じ、感染対策を徹底すること。 

 また、レクリエーション時のマスク着用や、送迎時の複数の窓開け等基本的な

感染防止策を徹底するとともに、参考１の動画や参考２のポスターを活用し、普

段は見落とされがちで気を付けるべき内容や必要な取組を確認すること。 
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【参考 1】 兵庫県看護協会作成動画「高齢者施設職員のための新型コロナウイルス感染対策」 

https://hyogo-ch.jp/video/1389/ 

【参考 2】 兵庫県ホームページ（「新型コロナウイルス感染症感染予防チェックリスト・ポ

スター」を御活用ください) 

https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf08/singatakorona.html  
(2) 各施設等での面会の対応 

 感染拡大状況の中、利用者等の QOL を考慮しつつも、感染拡大防止の観点を踏

まえ、直接面会からオンライン面会等までを含めた対応を検討すること。 

【参考】社会福祉施設等における面会等の実施にあたっての留意点について(令和３

年 11 月 24 日付け国事務連絡) 

https://www.mhlw.go.jp/content/000858061.pdf 

 

２ 各施設等従事者に対する集中的検査 

 入所系施設、通所系施設における感染者を早期に発見し、事業継続を支援するた

め、無症状の当該施設等の従事者に対し実施する全額公費による任意の検査を積極

的に受検すること。 

【参考】兵庫県ホームページ（障害者施設等の従事者に対する新型コロナウイルス感

染症病原体検査の実施について） 

   https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf08/korona_kensa.html  

 

第３ 感染者発生時の対応 

１ 医療従事者の派遣 

 障害福祉関係施設等において患者が発生した際は初動が重要であることから、所

管健康福祉事務所等と連携して、県看護協会等による施設の感染拡大防止対策の指

導及び医療従事者の支援を必要に応じて活用すること。 

【参考】兵庫県ホームページ（社会福祉施設等の感染者発生時における初動体制構築

指導事業への感染管理認定看護師等の派遣について（周知）) 

 https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf08/documents/211223_ninteikango.pdf  

  

２ 感染者発生時の事業継続支援事業の活用等 

 感染者が発生した障害者施設等が、介護サービスを継続する際に生じた衛生資材

の不足については県の配布事業を、職員の不足については兵庫県協力スキーム(他

の施設職員が応援する仕組)などを、必要に応じて活用すること。 

 また、サービス継続のために必要な経費(かかり増し経費)があった場合には、サ

ービス継続支援事業補助金を、必要に応じて活用すること。（令和 4 年 4 月 1 日以

降発生分は、後日募集します。） 

【参考】兵庫県ホームページ（｢新型コロナウイルス感染症対策事業（障害福祉サービ

ス等事業者向け）」) https://web.pref.hyogo.lg.jp/kf08/korona_jigyou.html  


